






























庫電子 目録」「電子懐徳堂考」などの電子展示を行っている。この内、現在保有している貴重資料パネル(縦×横各七十個) 次の二十四枚である ( 口 絵 参 照 ) 。
























































































































































































































































































学(中国の儒教文献に関する研究)を中心に、文学、歴史、天文学 医学など、合理的な実証主義 もとづくさまざまな業績が光彩 放っ。享保十一年(一七二六)の三宅石庵の記念講義(『論語』『孟子』の各首)を筆記し『論孟首章講義』、荻生但僚の『論語徴』を批判した中井竹山の『非徴』、中井竹山が時の老 松平定信に呈上した経世策『草茅危言』、中井履軒の医学書『越狙弄筆』ならびに木製天体模型「天図」 であ 。この内、履軒の『越組弄筆』は杉田玄自らによる『解体新書』完成の前



































大型パネル四『伽懐徳堂記念会のあゆみ」( 写 真 ・ ・ ・ ・ ・ ・ 重 建 懐 徳 堂 )
懐徳堂が閉校して四十年を経たころ、大阪の文化遺産としての懐徳堂を
再評価する気運が高まりました。このなかから生まれたのが、明治四三年
( 一 九 一
O )
に設立された懐徳堂記念会です。その発起人は西村天囚ら著























ぜ い 芳 、
ろの静坐(厳粛な身体姿勢を保ち高度な意識集中に入る修養法)を指す 思
ざぼうぎぜん



































































































































































































































































説明を求められるという混乱があっ 。これは 億 プ
l
スが会場中
央に大きなスペースで配置されていたことにもよると思われるが、ブース担当者の管理意識、および担当者同士の連絡を明確にしておく必要あ ろ う 。
解説・対応
-二階の展示場所が一階のアトリウムと離れていたため、歴博見学のつい







































































¥ E t o E ι 0
・甘¥)がインターネットで公開された。
懐徳堂センターの活動も、次なる飛躍の段階に入ったと言えよう。
(本学文学研究科教授、懐徳堂センター専門委員)
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